
2006年 10月 18日 、西新宿のセンチュリーハイアット

東京にて「東京旭川会夕l立 30周年記金講演・懇親

会」が幕を開けました。今日は、第1部 を旭出動物園

小昔正夫園長による記金講演、第2部 を懇親会とし

て、二つの会場を用意するなどt倉l立 30周年記金を

祝めに相た しい内容[と なるように努めてみました。
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創
ｉ
３０
年
記
金
総
会

へ
の
ご
協
力
に

た
か
ら
御
れ
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
旭
川
会
が
結
成
さ
れ
て
三
十
年

が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
、
初
代
会
長
平

岡
敏
男
氏
、
二
代
会
長
八
木
祐
四
郎
氏

の
後
を
引
き
継
ぎ
、
三
十
周
年
の
節
目

に
三
代
会
長
と
し
て
会
報

「
な
な
か
ま

ど
」
の
誌
上
で
、
会
員
の
皆
様
に
御
挨

拶
で
き
る
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
け

る
最
大
の
光
栄
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

思
い
お
こ
し
ま
す
と
、
昭
和
五
十
二
年

に
旭
川
商
業
の
先
輩
の
方
々
が
、
旭
川

出
身
の
方
の
集
ま
り
の
会
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
話
が
ま
と
ま

り
、
た
ま
た
ま
私
の
叔
父
が
先
輩
の
方

々
の
中
に
い
た
こ
と
か
ら
、
私
が
叔
父

に
呼
出
さ
れ
て
発
起
人
会
の
よ
う
な
集

ま
り
に
出
席
し
た
こ
と
が
、
私
と
東
京
旭

川
会
と
の
つ
な
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
最
初
か
ら
東
京
旭
川
会
の
会

員
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
旭
川

会
で
は
、
学
校
の
先
輩
、
後
輩
と
い
う

縦
の
関
係
が
全
く
な
く
な
り
、
高
校
の

同
窓
会
で
は
話
も
出
来
な
か

っ
た
よ
う

な
先
輩
の
方
と
も
気
軽
に
話
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
全
く
知

ら
な
い
方
で
も
。
出
身
小
学
校
や
旭
川

の
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
か
と
い
う
こ
と

を
話
す
だ
け
で
、
お
互
い
に
共
通
の
話
題

が
出
来
る
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
会
員
の
方
の
高
齢
化
も
す

す
ん
で
お
り
ま
す
が
、
十
月
十
八
日
行

わ
れ
た
三
十
周
年
記
念
の
総
会
に
は
、

大
勢
の
会
員
の
方
の
出
席
を
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
総
会
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
東
京
旭
川
会
が
、
今
後
も
旭
川

出
身
者
や
旭
川
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の

親
睦
の
集
ま
り
と
し
て
、
長
く
続
い
て

い
く
よ
う
に
、
幹
事
の
皆
様
と
と
も
に

努
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
で
お
り

東
京
旭
川
会
会
長
　
竹
原
　
茂
雄

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
東
京
旭
川
会
へ
の
御
協

力
を
い
た
だ
く
よ
う
に
、
心
か
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

竹
原
会
長

「
旭
川
観
光
大
使
」
に
就
任

東
京
旭
川
会
会
長
　
竹
原
茂
雄
会
長
が

「旭
川
観
光
大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
創
立
三
十
周
年
記
念
懇
親
会
の

壇
上
で
、
菅
原
功

一
前
旭
川
市
長
か
ら
記

念
品
を
手
渡
さ
れ
る
竹
原
会
長
。



旭
山
動
物
園
小
着
工
夫
園
長

一

一

一

平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
、
待
ち
に

待

っ
た
東
京
旭
川
会
第
二
十
回
懇
親
会

開
催
の
日
を
迎
え
、
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ハ

イ
ア
ッ
ト
東
京
地
下

一
階
ク
リ
ス
タ
ル

ル
ー
ム
前
の
ロ
ビ
ー
は
、
開
場

一
時
間

前
か
ら
大
勢
の
会
員
で
賑
わ
い
始
め
て

い
ま
し
た
。

午
後
６
時
、
講
演
会
場

「
飛
鳥
」
に
お

い
て
、
旭
山
動
物
園
小
菅
正
夫
園
長
に
よ

る
記
念
講
演
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し

た
。
会
場
に
は
約

一
五
〇
名
の
会
員
が
席

に
つ
い
て
小
菅
園
長
の
登
場
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
郷
土
訪
間
の
旅
で
毎
年
お
目
に

か
か

っ
て
い
る
方
も
大
勢
お
ら
れ
ま
す

が
、
今
回
の
よ
う
な
大
き
な
会
場
で
講
演

を
拝
聴
す
る
機
会
は
稀
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
講
演
タ
イ
ト
ル
は

「
命

（
い

の
ち
）
の
大
切
さ
」
。

「
こ
ん
ば
ん
は
。
東
京
旭
川
会
創
立
三

十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
東
京

旭
川
会
会
員
へ
向
け
た
祝
福
の
第

一
声
か

ら
始
ま
る
今
回
の
小
菅
園
長
の
講
演
内
容

は
、
前
半
と
後
半
で
二
つ
の
テ
ー
マ
に
分

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
前
半
の
テ
ー
マ

の
中
で
最
も
印
象
的
な
言
葉
は
、

「
『
天

の
時
、
地
の
利
、
人
の
輪
』
こ
の
三
つ
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
現
在
の
旭
山
動
物
園
が

あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
中
の

『
天
の
時
』

と
は
、
ま
さ
に
旭
山
動
物
園
が
三
十
周
年

記
念
の
時
で
あ
り
、
そ
の
時
を
節
目
と
し

て
現
在
の
姿
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
私
は
、
東
京
旭
川
会
も
三
十
周
年
記

念
を
経
て
さ
ら
に
広
が
る
と
思
い
ま

す
。
」
ま
さ
に
私
た
ち
会
員
を
激
励
す
る

言
葉
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
。

後
半
の
テ
ー
マ
は
こ
の
日
の
主
題
で
あ

る

「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
。
小

菅
園
長
の
言
葉
は

「
命
の
教
育
と
は
何

か
？
命
を
説
明
す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き

な
い
。
体
験
、
経
験
の
中
か
ら
以
外
に
、

命
と
は
何
か
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
」

「
命
と
は
命
か
ら
生
ま
れ
、
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
望
ん
で
い
る
。
逆
戻
り
で
き

な
い
命
が
死
ん
だ
時
に
初
め
て
命
の
尊
さ

が
分
か
る
。
し
か
し
、
今
の
家
庭
で
は
子

供
達

へ
は
伝
わ
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

『
命
を
伝
え
る
』
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
、

子
供
達
が
命
を
感
じ
ら
れ
る
動
物
園
を
創

ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
」
そ
し
て
小
菅

園
長
の
言
葉
は

「
人
間
だ
け
が
幸
せ
に
暮

ら
す
時
代
は
終
わ
っ
た
。
人
間
も
動
物
も

一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
す
時
代
に
な
っ
た
の

で
す
。
」
と
い
う
内
容
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
迎
え
て
い
き
ま
す
。
午
後
７
時
、
司
会

の
安
井
規
夫
幹
事
が
会
員

一
同
を
代
表
し

て
御
礼
を
述
べ
、
満
場
の
拍
手
の
な
か
で

講
演
は
終
わ
り
ま
し
た
。
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三
十
周
年
記
念
講
演
が
終
了
し
た
あ

と
は
、
会
員

一
同
は
、
懇
親
会
場
と
な

る

「
ク
リ
ス
タ
ル
ル
ー
ム
」

へ
と
移
り

ま
し
た
。
会
場
は
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
か
の
よ
う
で
す
。
ご
来
賓
も
全
員
揃

わ
れ
、
い
よ
い
よ
第
二
十
回
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

約
百
七
十
名
が
集
ま
っ
た
会
場
は
、
す

で
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
喉
を
潤
し

な
が
ら
談
笑
を
し
始
め
て
い
る
参
加
者
で

た
い
へ
ん
な
熱
気
で
す
。
そ
し
て

「
み
な

さ
ん
、
お
ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」
司
会
の

松
原
幹
事
が
懇
親
会
の
始
ま
り
を
告
げ
る

と

一
斉
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

次
に
ご
来
賓
の
代
表
挨
拶
と
な
り
、
十

一
月
で
退
任
さ
れ
る
菅
原
市
長
が
壇
上
に

立
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
旭
川
百
十

六
年
の
歴
史
の
中
で
、
三
期
十
二
年
間
市

長
と
し
て
市
政
を
手
掛
け
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
言
葉
と
、
元
大
相
撲
横
綱
北
の
富
士

さ
ん
ら
の
ご
協
力
の
も
と
に
旭
川
巡
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

乾
盃
の
音
頭
は
旭
川
市
商
工
会
議
所
高

丸
修
会
頭
。
元
気
よ
く
杯
を
あ
げ
ま
し

た
。
会
場
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
豪
華
な
料
理

が
並
び
、
そ
の
中
で
も
旭
川
の
か
ぼ
ち
ゃ

や
じ
ゃ
が
い
も
を
使

っ
た
郷
土
品
コ
ー
ナ

ー
、
旭
川
ラ
ー
メ
ン
屋
台
、
郷
土
物
産
即

売
会
の
コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気
で
す
。
元
横

綱
の
北
の
富
士
さ
ん
や
寅
さ
ん
タ
レ
ン
ト

の
原

一
平
さ
ん
な
ど
旭
川
出
身
の
著
名
人

の
姿
も
見
ら
れ
る
会
場
内
は
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
談
笑
の
輪
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

恒
例
の
大
抽
選
会
で
会
場
内
が
賑
や
か

に
盛
り
上
が
り
、
午
後
八
時
半
、
原
副
会

長
の
三
三
七
拍
子
で
三
十
周
年

・
記
念
懇
親

会
も
終
演
。
帰
り
に
は
、
旭
山
動
物
園
の

写
真
集
や
旭
川
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
な
ど
の

袋
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

三
　
ロ

儡
鸞
膵
仄帆」

■ (左上)笑顔で談笑されていた元横綱北の富士さん。

■ (左下)イ 菅ヽ園長は各テーブルで記念撮影に応じてくださった。

■ (右下)郷土の食材で作られた料理は、今回も大人気。

■人気の旭りIIラ ーメンには行列ができる。

|

■司会者の呼びかけに笑顔で応えるご来賓の方々。■会場のクリスタルルームを埋め尽くす170名 以上の参加者。

■豪華な賞品に歓声がわき起こる、大抽選会。■寅 さんを演 じる原一平 さん。



□
■
団
扁
製
■
■
圏
目
■
皿
翻
Ш
■
■
■
団
■
ロ
フ
■
団
覇
型
目
■
闘
■
扁
出
□
■
■
層
■
稲
躙
晰
出
■
■
車
ご
協
賛
・ご
協
力
御
礼

［旭
川
市
関
係
者
］

■
旭
川
市
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
功

一
様

■
旭
川
市
議
会
副
議
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
征
夫
様

■
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
丸
　
　
修
様

■
旭
山
動
物
園
園
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
菅
　
正
夫
様

■
旭
川
空
港
ビ
ル

（株
）
代
表
取
締
役
専
務
　
　
員
鍋
　
一暴
男
様

■

（株
）
旭
川
振
興
公
社
代
表
取
締
役
社
長
　
　
和
嶋
　
正
幸
様

■

（株
）
旭
川
振
興
公
社
総
括
部
長
　
　
　
　
　
自
岩
　
鉄
雄
様

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課
　
　
　
　
　
　
　
自
木
　
義
宏
様

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
広
朗
様

■
旭
川
市
議
会
事
務
局
次
長
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
公
司
様

■
旭
川
商
工
会
議
所
事
務
局
長
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
和
明
様

［ご
来
賓
］

■
北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
編
集
局
社
会
部
長

■
北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
編
集
局
社
会
部
記
者

■
あ
さ
ひ
か
わ
新
聞

■
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（
株
）
東
京
支
店
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（株
）
東
京
支
店
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■
北
海
道
国
際
航
空

（
株
）
東
京
支
店
主
席

■
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

（株
）
営
業
推
進
部
専
任
部
長

■

（株
）
ベ
ッ
コ
ア
メ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役

■
極
光
印
刷

（
株
）
代
表
取
締
役

■
極
光
印
刷

（株
）
制
作
部

吉
岡
　
孝
修
様

藤
田
香
織
里
様

四
方
　
　
洋
様

楢
木
　
秀
雄
様

滝
澤
　
　
進
様

末
富
　
義
仁
様

猪
瀬
　
英
雄
様

八
木
澤
和
夫
様

今
井
　
俊
之
様

藤
本
　
和
久
様

小
柳
　
精

一
様

橋
本
み
つ
江
様

［出
席
者
］

相
田
　
進

浅
黄
谷

剛
寛

逢
坂
　
國

一

安
倍
　
百
合
子

石
川
　
美
佐
子

石
出
　
勢
津
子

石
野
　
博
子

市
川
　
千
恵
子

伊
塚
　
清

伊
藤
　
則
子

今
津
　
寛

岩
垂
　
由
紀
子

植
木
　
宏
昌

上
野
　
敦
子

浦
木
　
庚
介

海
老
澤

美
智
子

大
岡
　
ノ
リ
コ

太
田
　
明

太
田
　
睦
子

大
友
　
勝
美

尾
形
　
浩

大
野
　
武
夫

大
野
　
篤
子

大
畑
　
浩

一

大
室
　
悦
子

大
屋
　
道
夫

荻
　
　
達
郎

桶
谷
　
雪
枝

風
間
　
祀

加
藤
　
桂
子

加
藤
　
文
哉

河
西
　
春
美

川
合
　
武

河
原
　
惟
臣

神
部
　
泰

喜
多
　
美
佐
子

北
の
富
士

勝
昭

北
村
　
武
宏

熊
谷
　
芳
江

鴻
上
　
修

一

河
野
　
芳
久

河
野
　
豊

小
林
　
美
佐
子

小
柳
　
武
二

後
藤
　
正
弘

近
藤
　
一昌
美
子

近
野
　
光
佑

斉
藤
　
武
夫

斉
藤
　
千
鶴
子

齋
藤
　
弘
明

斎
藤
　
義
州

坂
井
　
弘
子

櫻
井
　
脩

櫻
井
　
悠

笹
岡
　
清
美

笹
岡
　
峰
夫

佐
々
木
　
隆
博

佐
々
木
　
護

佐
藤
　
道
夫

佐
林
　
勲

沢
田
　
研
二

澤
田
　
宏
勝

三
瓶
　
雅
義

三
瓶
　
一早
子

宍
一月
　
久
之

柴
田
　
光
枝

渋
谷
　
育
宏

島
田
　
一暴
明

清
水
　
陸
男

菅
丼
　
周
二

杉
澤
　
義
文

鈴
木
　
斉

鈴
木
　
芳
夫

宗
万
　
裕

宗
万
　
由
美
子

曽
我
部

倭
文
子

高
尾
　
榮
二

高
橋
　
國
二

高
橋
　
照
美

高
橋
　
文
子

高
白田
　
政
雄

竹
原
　
茂
雄

田
畑
　
博
敏

田
村
　
正
士

塚
本
　
英
子

辻
　
　
敏
子

寺
田
　
英
子

寺
田
　
克
彦

寺
田
　
歌
子

土
井
　
磨
智
子

徳
佐
　
克
博

得
能
　
英
哉

内
藤
　
達
郎

内
藤
　
ひ
ろ
み

中
川
　
チ
エ

仲
山
　
泰
裕

中
村
　
泰
敏

那
須
　
利
雄

新
井
田
　
正
義

西
岡
　
敬
昭

西
木
戸
　
孝
夫

西
田
　
育
子

西
村
　
明

沼
形
　
英
男

野
口
　
安
計

野
崎
　
正
人

野
作
　
雅
章

野
作
　
　
優

野
村
　
泰
造

野
村
　
民
子

橋
本
　
裕
子

浜
崎
　
泰
子

羽
場
　
直
樹

原
　
　
一
平

原
　
　
公
朗

原
　
　
一象
正

板
東
　
勝
利

板
東
　
幸
子

引
地
　
康
博

久
末
　
美
智
子

廣
野
　
車員
之

福
田
　
源
治

福
田
　
優
子

藤
井
　
勲

藤
丼
　
立早
司

藤
原
　
博

福
原
　
博
子

堀
江
　
秀
明

牧
田
　
紀
子

松
島
　
蔦

松
田
　
修

松
原
　
愛

松
原
　
茂
喜

員
鍋
　
勝
美

三
井
　
尚
美

南
　
む
つ
子

宮
川
　
秀
史

宮
森
　
信
之

村
岡
　
雅
子

茂
木
　
信
昭

茂
木
　
　
節

森
　
　
真
弓

森

　

陽

一

森
山
　
広
子

安
丼
　
規
雄

山
上
　
真
知
子

山
崎
　
脩
五

山
崎
　
孝
志

山
城
　
弘
庚

山
原
　
正
博

山
本
　
剛

横
倉
　
博

横
田
　
茂

和
気
　
敏
明

渡
辺
　
詔
子

※
敬
称
略

旭
川
市
長

旭
川
市
議
会
議
長

旭
川
商
工
会
議
所

（社
）
旭
川
観
光
協
会

（株
）
旭
川
振
興
公
社

旭
川
空
港
ビ
ル

（株
）
　

・ヽ

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

旭
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川

北
海
道
国
際
航
空

（株
）

男
山

（株
）

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

（株
）

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

（株
）

藤
原
製
麺

（株
）

佐
賀
孝
郎
商
店

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（株
）

（株
）
サ
サ
キ
エ
芸

（株
）
大
心
堂
雷
お
こ
し

今
野
醸
造

（株
）

（有
）
本
間
不
動
産

（株
）
ベ
ッ
コ
ア
メ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（株
）
毎
日
新
聞
社

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

調日■回鵬ぎ函馴田I‖套題亜麗西■固
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一
第

十

九

回

郷

土

訪

間

の

旅

旅
の
初
日
は
市
役
所
の
方
々
に
旭
川
空

港
ま
で
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、
旭
山
動
物

園
へ
行
き
ま
し
た
。
園
内
で
は
、
飼
育
員

の
方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

旭
山
動
物
園
の
駐
車
場
に
は
北
海
道
各

地
か
ら
来
た
沢
山
の
大
型
バ
ス
が
停
ま
っ

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
も

旭
川
市
内
に
は
確
保
で
き
な
い
の
で
札
幌

か
ら
朝
早
く
に
出
発
し
て
来
て
い
る
そ
う

で
す
。
園
内
に
新
し
く
出
来
た
レ
ス
ト
ラ

ン
も
人
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
最
近
は
台

湾
や
韓
国
か
ら
の
直
行
便
も
あ
り
、
九
月

に
入
っ
て
す
ぐ
に
、
上
野
動
物
園
の
年
間

入
場
者
数
を
越
え
た
そ
う
で
す
。

次
の
日
は
、
観
光
課
の
方
の
ご
好
意
で
、

サ
イ
パ
ル
科
学
館
、
博
物
館
、
道
の
駅
、
中

富
良
野
の
後
藤
純
男
美
術
館
な
ど
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら

し
い
も
の
で
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
毎
年
協
賛
い
た
だ
い
て
い
る
旭
川

の
企
業
訪
間
に
同
行
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
市
役
所
を
訪
ね
、
毎
年
の
歓
迎
に

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
次
に
商
工

会
議
所
の
高
丸
会
頭
を
お
尋
ね
し
、
企
業
か

ら
の
ご
協
力
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
事
務
局
長
の
ご
紹

介
で
、
い
く
つ
か
の
企
業
を
お
伺
い
す
る
こ

竹

原

茂

雄

竹

原

順

子

大

野

武

夫

大
　
野
　
八
代
子

山

原

正

博

山
　
原
　
奈
央
子

荻

　

　

達
　
郎

牧

田

紀

子

廣

野

貴

之

坂

東

勝

利

坂

東

幸

子

明

石

尚

可

浅
黄
谷
　
剛
　
寛

土
　
井
　
磨
智
子

土

井

憲

治

土

井

由

江

土
　
井

ヨ
ウ
ス
ケ

鴻

上

修

一

原

　

　

一豪

正

海
老
澤
　
美
智
子

加

藤

桂

子

小

柳

武

二

剛LLu物園にて
第十九回郷土訪間の旅参加者 徹称略)

石 橋 小 小 相 有 有 伊 伊 佐 佐 秦 前 藤 藤 村 松 伊 伊 和 伊 笹

川 本 山 筆 浦 馬 馬 藤 .藤 竹 竹 野 田 本 本 上 村 藤 藤 田 藤 岡

蜃軍軍亘菫輩罰バ拿量画會軍軍に1彗 量屏寧重晟
旭
川
会
幹
事
　
牧
田
　
紀
子

と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
ず
市
内
の
藤
原
製
麺
さ
ん
。
毎
年
東
京

旭
川
会
の
ラ
ー
メ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
必
ず
行

列
が
出
来
ま
す
。
次
に
旭
川
家
具
を
代
表
し

て

（株
）
佐
々
木
工
芸
さ
ん
。
社
長
婦
人
と

佐
々
木
課
長
さ
ん
に
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、

旭
山
動
物
園
で
動
物
シ
リ
ー
ズ
の
お
土
産
品

が
好
評
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
男
山
酒
造
さ
ん
に
伺
う
と
、
台
湾
か

ら
の
観
光
客
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
で

一
杯
で

し
た
。
室
長
さ
ん
か
ら
日
本
酒
の
試
飲
が
人

気
な
の
だ
と
伺
い
ま
し
た
。
工
場
の
入
り
回

に
は
湧
き
水
が
流
れ
て
お
り
、
私
も
飲
ん
で

み
て
、
こ
こ
の
お
酒
は
、
大
雪
山
の
雪
解
け

水
の
、
そ
の
香
り
が
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に

（株
）
旭
ダ
ン
ケ
さ
ん
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
や
販
売
の

カ
タ
ロ
グ
を
拝
見
し
な
が
ら
、
山
下
社
長
さ

ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
時
間
の
経
つ

の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
で
も
サ
ン

タ
の
や
ま
の
お
い
し
く
て
評
判
の
プ
リ
ン
が

出
来
た
話
と
、
旭
川
の
ゴ
ル
フ
事
情
に
は
涎

が
出
そ
う
な
お
話
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
今
回
の
故
郷
訪
間
の
旅
で

出
会
え
た
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、
旭
川
の
企
業
の
社
長

さ
ん
達
の
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
て
、
東
京

旭
川
会
が
多
く
の
先
人
達
に
支
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
皆
様
今
後
も
、

ど
う
か
、
お
元
気
で
。

東 京 旭 川 会
ゴル フ親 睦 会 の ご案 内

コース内の枝垂れ桜が眺められる春と、秋シーズンたけ

なわの10月 頃に催される東京旭り|1会のゴルフコンペには、

腕に自慢のベテランから、年2回 このコンペ限定ゴルフ

ァーまで、和気あいあいと楽しんでプレーしています。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。

■ 開催 日

■ 場 所

■ 優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

■ベスグロ

■ 開催日

■ 場 所

■ 優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

■ベスグロ

■ 開催 日 :平成19年4月 5日 (木 )

■ 場 所 :武蔵富士カン トリー倶楽部

6組 を予定 しており、振るっての参加お待ちしております。

● 世話人幹事 :小柳 武二 (東京旭りII会事務局長 )

TEL:048‐251-8605

平成18年4月 6日 (水 )

武蔵富士カントリー倶楽部 参加者11名

湯浅  周 グロス87 HDCP13.20 ネット73日 80

横田  茂 グロス93 HDCP31.20 ネット75.00

得能 英成 グロス91 HDCP76.20 ネット75.40

:湯浅 周 グロス87

平成18年10月 12日  (木 )

武蔵富士カントリー倶楽部 参加者12名

吉田 義勝 グロス84 HDCP12  ネット72日 00

河原 惟臣 グロス100 HDCP26.40ネ ット73日 60

澤田 宏勝 グロス96 HDCP24B00ネ ット75日00

:吉田義勝 グロス84

■第31回 ゴルフコンペの参加者



我

が
故

郷

の
思

い
出

坂

東

幸

子

将
来
に
託
す
る
夢

毎
年
、
郷
土
訪
間
の
旅
か
ら
帰
る
と
、
心

よ
い
疲
れ
と
共
に
も
う
来
年
の
旅
が
待
ち
ど

お
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は
旭

川
生
ま
れ
の
旭
川
育
ち
で
生
粋
の
道
産
子
で

す
。朝

な
夕
な
に
雄
大
な
大
雪
の
山
々
を
見
て

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
少
し
の

ん
び
り
し
た
所
が
あ
る
よ
う
で
す
。
両
親
が

旭
川
に
来
た
時
は
、
家
が

一
軒
あ
っ
た
だ
け

で
狐
や
狸
、
猪
（ム
ジ
ナ
）
等
が
沢
山
い
て
、

狸
に
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
話
を

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
近
文
に
い
た
ア
イ
ヌ
の

酋
長
さ
ん
も
時
々
遊
び
に
来
て
話
し
こ
ん
で

行
っ
た
そ
う
で
す
。
１
２
人
兄
弟
の
末
子
で

あ
る
私
が
小
学
校
に
入
っ
た
時
は
、
旭
川
も

す
っ
か
り
町
ら
し
く
な
っ
て
い
て
昔
話
な
ど

嘘
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
今
に
し

て
思
え
ば
も
っ
と
、
く
わ
し
く
い
ろ
い
る
と

き
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
朝
氷
点
下
２
５
度
に
な
れ

ば
花
火
が
あ
が
り
学
校
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

「う
わ
―
、
休
み
だ
」
と
嬉
し
か
っ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
何
し
ろ
現
在
の
よ
う

に
暖
房
設
備
の
充
実
し
て
い
な
い
時
代
な
の

で
湯
た
ん
ぼ
を
入
れ
て
寝
て
も
、
朝
、
目
を

覚
ま
す
と
吐
く
患
で
掛
け
ぶ
と
ん
の
衿
が
パ

カ
パ
カ
に
凍
っ
て
い
る
始
末
で
、
相
当
冷
え

こ
ん
だ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

登
校
時
に
長
靴
を
は
い
て
雪
道
を
歩
い
て

い
る
と
、
リ
ン
リ
ン
リ
ン
と
鈴
を
鳴
ら
し
な

が
ら
馬
樺
が
や
っ
て
き
ま
す
。
手
綱
を
持
っ

た
お
じ
さ
ん
が
立
っ
て
い
て

「学
校
の
前
ま

で
乗
っ
て
行
き
な
」
と
い
う
の
で
、
我
れ
先

に
と
友
だ
ち
と
飛
び
乗
っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

２
０
才
過
ぎ
に
東
京
に
出
て
、
暫
く
ぶ
り

で
故
郷
に
帰
っ
た
時
は
、
本
当
に
懐
か
し
く

学
校
時
代
の
友
だ
ち
と
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

私
は
、
毎
年
、
故
郷
に
帰
る
度
に
大
き
く
発

展
し
て
い
く
旭
川
の
町
を
見
る
の
が
大
好
き

で
す
。
そ
の
上
最
近
は
旭
山
動
物
園
が
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、今
年
は
ぎ
っ
し

り
並
ん
だ
観
光
バ
ス
を
見
て
、
只
々
驚
く
ば

か
り
で
し
た
。

先
日
、
某
新
聞
の
市
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
（７
７
９
市
対
象
）
で
２
０
位
ま
で
出
て

い
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
何
と
そ
の
う
ち
北
海

道
か
ら
６
市
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
中
に
旭
川
市
も
入
っ
て
い
る
の
を
見
て

本
当
に
嬉
し
く
感
激
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
我
が
故
郷
、
旭
川
市
の
益
々
の

躍
進
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
旭
川
会
副
会
長
　
原
　
公
朗

昨
年
五
月
、
旭
商
同
窓
会
の
懇
親
会
に

招
待
さ
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
は
伝
統
の
あ

る
高
校
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら

し
い
会
に
感
動
し
ま
し
た
。

懇
談
し
な
が
ら
、
ふ
と
見
る
と
弟
が
居

り
、
近
所
の
幼
馴
染
、
見
覚
え
の
あ
る
顔
、

顔
、
自
然
に
打
ち
解
け
て
会
話
も
弾
み
、

初
め
て
の
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
睦
の

輪
が
広
が
り
豊
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

和
気
調
々
の
皆
さ
ん
を
拝
見
し
な
が
ら

在
京
全
校
の
方
々
が
合
同
で
懇
親
会
を
開

く
こ
と
が
出
来
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し
い
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
小
学
校
や
中
学
校
が

一
緒
で

も
進
学
は
別
で
、
兄
弟
姉
妹
で
も
別
々
の

学
校
へ
通
学
す
る
の
も
ご
く
普
通
の
こ
と

で
し
た
。
全
校

一
同
に
会
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
日
ご
ろ
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
間
柄
を

温
め
る
良
い
機
会
と
な
り
、
ま
た
、
他
校

と
の
情
報
交
換
、
友
人
を
相
互
に
紹
介
し

あ
う
新
し
い
交
流
の
場
、
更
に
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
も
効
果
的
に
広
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

現
在
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る

同
窓
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
か
ら
、
す
ぐ

に
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
相
互
の
交

流
を
盛
ん
に
し
全
校
合
同
懇
親
会
の
開
催

を
い
つ
の
日
か
実
現
出
来
れ
ば
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
か
と
夢
見
て
い
ま
す

昭
和
五
十
年
頃
、

「旭
川
出
身
者
の
集
ま

り
を
」
と
の
声
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
旭
川
会
設
立
発
起
人
数
名
の
ご
尽

力
に
よ
り
昭
和
五
十
二
年
十
月
、

『東
京
旭

川
会
』
と
し
て
発
足
致
し
ま
し
た
。

東
京
旭
川
会
初
代
会
長
に
は
、
故
平
岡
敏

男
氏

（元
毎
日
新
聞
社
会
長
）
が
就
任
し
、

赤
坂
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
於
い
て
、

１
５
９
名
の
出
席
者
に
よ
り
創
立
総
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
旭
川
市
出
身
者
の
方
及
び
旭
川
市

に
縁
の
あ
る
方
々
等
の
友
好
親
睦
の
集
い
と

し
て
、
第
２
代
会
長
、
故
八
木
祐
四
郎
氏
に

引
き
継
が
れ
、
東
京
旭
川
会
の
発
展
は
も
と

よ
り
、
郷
土
旭
川
市
に
対
し
て
も
多
大
な
功

労
、
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
三
年

故
八
木
氏
の
急
逝
に
よ
り
、
後
継
と
し
て
第

３
代
会
長
、
竹
原
茂
雄
氏
が
就
任
し
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
、
創
立
三
十
周
年
記
念
講

演
／
懇
親
会
の
開
催
を
経
る
に
あ
た
り
、
こ

れ
か
ら
も
よ
り

一
層
、
同
じ
郷
土
出
身
者
と

し
て
世
代
を
越
え
た
親
交

ｏ
親
睦
を
深
め
、

楽
し
い
懇
談
の
場
と
し
て
末
永
く
歩
み
続
け

た
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
東
京
旭
川
会
の
継
続
、
発
展
に
つ

い
て
皆
様
の
ご
意
見
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【歴
代
会
長
】

昭
和
五
十
二
年

初

代
会
長

　

平

岡

敏

男

【の
毎
日
新
聞
社
会
長
】

昭
和
六
十

一
年

第
２
代
会
長
　
　
八
　
木
　
祐
　
四
　
郎

【東
京
美
装
興
業
の
会
長
】

平
成
十
三
年

第
３
代
会
長
　
　
竹
　
原
　
茂
　
雄

【竹
原
法
律
事
務
所
】

況

東

京

旭

川

会

創

立

３

０

周

年

一
旭
川
会

議
所

長
　　
　
濃二　理年

］

丸
　
　
修
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会

員

の

皆

様

ヘ

東
京
旭
川
会
の
会
員
の
皆
様
、
先
の
旭

川
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
の

厳
粛
な
附
託
を
受
け
、
十

一
月
十
七
日
か

ら
第
２
４
次
旭
川
市
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
西
川
将
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
未
だ

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
元
気

な
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出

来
る
旭
川
の
実
現
の
た
め
、
市
民
や
旭
川

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
皆
様
と
と
も
に

一
緒

に
な
っ
て
、
ま
じ
め
に
、
真
剣
に
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

プロフィール
●昭和 43年 11月 7日 /旭り||

市に生まれる

●昭和 59年/旭川市永山中学

校卒業、スキー部で活躍する

●昭和 62年/道立旭川東高校

卒業、レス リング部に所属。全

道ベス ト8入 り

●平成 5年/北海道大学工学部

卒業、ヨッ ト部主将。 日本航空

(株)に入社、その後、ジャン

ボジェッ ト機のパイロッ トとし

てヨーロッパ路線に乗務

●平成 11年/日 本航空 (株 )

退社。故郷の旭川市に戻 り、政

治の道 を志す

●平成 12年/北海道 6区より

衆議院総選挙に出馬

●平成 13年/北海道選挙区よ

り参議院選挙出馬

●平成 15年/北海道 6区より

衆議院総選挙出馬

●平成 16年 2月 /民主党入党

●平成 16年/北海道選挙区よ

り参議院選挙出馬

●平成 17年 7月 /民主党北海

道常任幹事に就任

民主党北海道交通政策委員長

●平成 18年 1月 /民主党北海

道道民運動委員長

●平成 18年 2月 /民主党北海

道第 6区総支部 冨J代表

●平成 18年 10月 /旭川市長

選に当選

※プロフィールは MASAHl丁 ○
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より抜粋 しました。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
東
京

の
地
か
ら
、
郷
土

・
旭
川
を
想
い
、
深
い

愛
情
を
持
っ
た
様
々
な
御
活
動
を
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
（）

私
も
、
学
生
時
代
か
ら
旭
川
を
離
れ
、

東
京
や
海
外
で
生
活
を
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
が
、
雄
大
な
大
雪
山
連
峰
の
山
並
み

や
、
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
、
買
物
公

園
の
賑
わ
い
等
に
懐
か
し
さ
を
憶
え
、
旭

川
に
帰
り
た
い
と
思
う
こ
と
が
何
度
か
あ

り
ま
し
た
。

旭
川
で
生
活
し
て
い
た
と
き
に
は
、
当
た

り
前
の
こ
と
と
し
て
享
受
し
て
い
た
旭
川

の
美
し
さ
、
温
か
さ
、
素
晴
ら
し
さ
が
、

故
郷
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り

一
層

強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
街

の
よ
さ
を
再
認
識
し
、
更
に
大
好
き
な
街

と
な
り
ま
し
た
。

旭
川
は
、
旭
山
動
物
園
や
旭
川
ラ
ー
メ

ン
、
家
具
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、
地
方
都
市

で
あ
り
な
が
ら
全
国
区
の
知
名
度
を
誇
る

数
多
く
の
素
材
を
持
っ
て
お
り
、そ
の
潜
在

能
力
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
市
長
と
し
て
こ
の
地
域
の
特
性

や
、
得
意
な
分
野
を
伸
ば
し
、
更
に
そ
れ

ら
を
全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
と
ア
ピ
ー

ル
し
、
郷
土

・
旭
川
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
良
い
お
年

を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
東
京
旭
川
会
の
限
り
な

い
御
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
、
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

旭
川
市
長
　
西
川
　
将
人

旭
川
東
高
等
学
校
音
楽
部
が

第
７
４
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場旭

川
東
高
等
学
校
音
楽
部
Ｏ
Ｂ
　
山
川
　
智

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
昭
和
七
年
以
　
　
緊
張
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
実
に
伸
び

来
７
４
回
開
催
の
歴
史
を
持
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
　
　
伸
び
と
し
た
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
か
せ

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
旭
川
東
高
等
　
　
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
自
由
曲

「
鋸
曳
き

学
校
音
楽
部
が
高
等
学
校
の
部
北
海
道
代
　
　
唄
」
に
あ
っ
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
観
客

表
と
し
て
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
初
出
場
を
　
　
を
引
き
付
け
、
そ
の
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

果
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
揮
し
て
く
れ
た
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

旭
川
東
高
等
学
校
音
楽
部
は
大
正
十
四
　
　
入
賞
こ
そ
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

年
創
部
で
八
一
年
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
が
、
　
　
の
演
奏
は
入
賞
し
て
も
お
か
し
く
な
い
レ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
は
私
が
現
役
生
の
頃
　
　
ベ
ル
で
あ
る
と
当
日
ホ
ー
ル
で
応
援
し
た

は
旭
川
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
を
突
破
す
る
の
　
　
メ
ン
バ
ー

一
同
確
信
し
た
次
第
で
す
。

が
目
標
で
あ
り
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
、
宿
泊
先
の
ホ
テ

な
ど
ま
さ
に
夢
で
あ
り
ま
し
た
。
最
近
の
　
　
ル
で
開
か
れ
た
お
疲
れ
様
会
に
私
も
出
席

東
高
音
楽
部
、
部
員
約
５
０
名
、
平
成
十
　
　
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
現
役
生
皆
晴

八
年
三
月
に
は
旭
川
な
な
か
ま
ど
文
化
賞
　
　
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
、
満
足
感
に
満
ち

を
受
賞
す
る
な
ど
、
私
が
現
役
の
こ
ろ
と
　
　
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
と

は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
そ
の
活
動
は
　
　
　
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ

盛
ん
で
す
が
、
私
の
と
っ
て
は
今
回
の
全
　
　
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

国
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
は
自
分
の
夢
が
か
な
　
　
　
全
国
大
会
出
場
と
い
う
の
は
決
し
て
簡

っ
た
よ
う
な
気
分
で
あ
り
、
当
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
　
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
あ

ホ
ー
ル
に
馳
せ
参
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
　
　
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
母
校
の
勇
姿
を
見
た

日
ホ
ー
ル
に
は
東
京
近
辺
に
い
る
音
楽
部
　
　
い
、
い
や
、ま
た
見
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な

Ｏ
Ｂ
の
他
、
現
役
生
の
父
母
の
皆
様
も
多
　
　
い
か
と
思
わ
せ
る

一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

数
生
徒
に
同
行
し
て
こ
ら
れ
当
日
の
音
楽

部
の
勇
姿
を
見
守
り
ま
し
た
。

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
各
地
区
か
ら
十

一
校
が
出
場
し
、
東
高
の
演
奏
順
は
４
番

目
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
と
な
る
と
参
加
校
の
レ
ベ
ル
は
非

常
に
高
く
、
各
校
が
見
事
な
演
奏
を
披
露

す
る
中
、
我
が
東
高
音
楽
部
は
初
出
場
の

最
後
に
全
国
大
会
出
場
ま
で
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
水
野
先
生
は
じ
め
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
父
母
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
東
京
旭
川
会
の

皆
様
に
も
今
後
と
も
東
高
音
楽
部
を
応
援

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



ｈ
ソ旭  川 だ よ

北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

旭
川
で
公
式
戦
開
催

今
年
の
北
海
道
は
、
野
球
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
な
か
で
も
日
本

一

と
な

っ
た
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は
、
今
や
道
民
球
団
と
し
て

す

っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
に
、
旭
川
ス
タ
ル

ヒ
ン
球
場
で
２
年
振
り
に
開
催
さ
れ

た
公
式
戦
に
は
、
満
員
の
観
客
が
熱

い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
十

一
月
二

十
三
日
に
は
、
武
田
久
、
鶴
岡
両
選

手
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
日
本

一
の

報
告
と
来
季

へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
来
年
九
月

一
日
の
旭
川
で
の
公

式
戦
開
催
も
決
定
し
、
市
民
の
多
く

が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■あさひかわ新聞提供

旭
川
空
港
に

国
際
定
期
便
が
就
航

六
月
八
日
、
待
望
の
国
際
定
期
便

ア
シ
ア
ナ
航
空
旭
川
～
仁
川

（
ソ
ウ

ル
）
線
が
就
航
い
た
し
ま
し
た
。

定
期
便
の
就
航
に
よ
り
、
相
互
を

訪
問
す
る
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
と
と
も
に
、
ゆ
く
ゆ
く
は
物
産

の
輸
出
入
な
ど
人
や
モ
ノ
の
交
流
が

一
層
活
発
と
な
り
、
市
民
に
と

っ
て

海
外
が
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
航
初
日
の
第
１
便
は
、
旭
川
市

の
関
係
者
や
市
民
で
満
席
と
な
り
、

旭
川
空
港
に
て
開
催
さ
れ
た
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
多
く
の
市
民
が
、
就

航
を
祝
い
ま
し
た
。

日
中
韓
文
化
・

民
間
交
流
事
業
を
開
催

七
月

一
日
か
ら
釧
路
市
、
旭
川

市
、
札
幌
市
を
会
場
と
し
て
、
日
中

韓
観
光
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
、

「
北
海
道
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。こ

の

一
環
と
し
て
、
旭
川
市
で
は

文
化

ｏ
民
間
交
流
事
業
が
行
わ
れ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
会
合
が
行
わ
れ
た

ほ
か
，
三
国
の
青
少
年
に
よ
る
交
流

や
、
買
物
公
園
で
の
演
奏
、
レ
セ
プ

シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
と
中
国

ｏ
韓
国
の
訪
問
団
と

の
交
流
が
、
市
内
各
所
で
行
わ
れ
、

交
流
と
友
情
の
輪
が
大
い
に
拡
が
り
、

市
民
が
両
国
を
身
近
に
感
じ
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

爛一．．

旭
山
動
物
園
に

新
施
設
が
オ
ー

・・　
　
　
　
一購
　
　
　
　
　
　
・
」
難
＝鮮
総
機

旭
山
動
物
園
は
、
今
ふ

ブ
ー
ム
と
な
り
来
園
者
ム

し
、
既
に
昨
年
を
上
回
ス

人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

態
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
ニ

展
示
」
の
施
設
と
し
て
、

に

「
ち
ん
ぱ
ん
じ
―
の
木

プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
は
、　
フ

ッ
ジ
」
が
設
置
さ
れ
、
口

中
を
自
由
に
動
き
ま
わ
ス

ジ
ー
の
姿
が
観
察
で
き
士

ま
た
、
東
門
も
改
修
★

ト
ラ
ン
や
物
産
を
販
売
十

１
も
設
置
さ
れ
，
人
気
た

ま
す
。

労ずTTζ.勒
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■旭山動物園提供

プ
ン

や
全
国
的
な

も
毎
年
増
加

る
２
４
０
万

。
動
物
の
生

え
る

「
行
動

、
八
月
五
日

森
」
が
オ
ー

ス
カ
イ
ブ
リ

目
の
前
で
空

る
チ
ン
パ
ン

ま
す
。

さ
れ
、
レ
ス

す
る
コ
ー
ナ

を
集
め
て
い

国
目
隠
目

鶉
東
京
旭
川
会
創
立
三
十
周
年
記

念
講
演
／
懇
親
会
は
想
像
以
上
に

盛
り
上
が
っ
た
、
と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
き

っ
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

辣
特
に
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
の
が
小
菅
園
長
の
記
念
講

演
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
な
な
か
ま
ど
の
編
集

ワ
ー
ク

中
に
、
〈
ヱ
度
振
り
返
る
作
業
を
し

ま
し
た
。

薇
小
菅
園
長
の
講
演
内
容
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
本
文
中
で
も
ご
紹
介

し
た
よ
う
に
、
「天
の
時
・地
の
利
・

人
の
輪
」
と
ズ
叩
の
大
切
さ
」
で
す
。

そ
の
中

で
、
″ス
付
い
た
こ
と
で
す

が
、
「命
の
大
切
さ
」
の
「命

」
と
は
、

東
京
旭
川
会
の
よ
う
な
親
睦
の
会

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
育
ま
れ

る
「輪

」
「和
Ｌ
縁
」
な
ど
の
言
葉
に

置
き
換
え
て
も
相
通
じ
る
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

踪
「旭
山
動
物
園
二
十
周
年
と
同

様
、
東
京
旭
川
会
創
立
三
十
周
年

が
『
天
の
時
』
と
な
る
よ
う
願
う
。

そ
の
た
め
に
も
東
京
旭
川
会
は

『
人
の
輪
の
大
切
さ
』
を
伝
え
ら
れ

る
会
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
‥

」
。

小
菅
園
長
ご
自
身
か
ら
感
じ
ら
れ

る
「情
熱
あ
る
志
」
が
発
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
旭
山
動
物
園
と
同

じ
よ
う
に
、
東
京
旭
川
会
に
一層
の

命
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
「時

」
と

し
て
、
私
た
ち
は
受
け
と
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

菅
原
前
市
長
退
任
と

西
川
新
市
長
就
任

こ
れ
ま
で
、
三
期

一
二
年
に
わ
た

り
旭
川
市
政
を
担
わ
れ
、
東
京
旭
川

会
に
も
毎
回
の
よ
う
に
出
席
さ
れ
て

い
た
菅
原
功

一
旭
川
市
長
が
十

一
月

十
六
日
に
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

翌
十

一
月
十
七
日
に
は
、
西
川
将

人
市
長
の
就
任
式
と
菅
原
前
市
長
と

の
事
務
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
川
市
長

は
、
就
任

の
挨
拶

で

「
対
話
か
ら
市
政
を
動
か
す
と
の
信

念
を
持

っ
て
行
動
し
、
素
晴
ら
し
い

旭
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ま
じ
め
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、
市

政
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
西
川
市

政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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